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 そして、これらをもとに SDGs のパートナーシップの原則から逸脱しがちな中央集権的
「ローカライズ」の問題点を語り、SDGsのローカライズではなく、SDGsのパートナーシ
ップの原則による地域と世界を持続可能にする「SDGs ロードマップ」について述べる。  






 世界の持続不可能化は、人生・生活・地域・世界に大きな変化と SDGs による変革をも
たらし、人々はこの大きな変化と SDGs による変革によって変わらざるを得ない。  
 また、Society5.0、RPA(Robotic Process Automation)のテクノロジーは社会や労働に大
きな変革をもたらし、社会や企業はこの新しい手段に、より大きな成果を求める。  













   前 文 で は 、 People( 人 ) 、 Planet( 地 球 ) 、 Prosperity( 豊 か さ ) 、 Peace( 平 和 ) 、
Partnership(パートナーシップ・協働)の 5 つの重要な点(5 つの’P’)があげられている。 
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  また、宣言では、「45（国会議員、政府、公的機関の役割）」で自治体の役割と協働につ
いて、「41（国家、民間セクターの役割）」で CSO市民社会組織の役割が規定されている。  
 そして、「実施手段とグローバル・パ一トナシップ」に規定されている。  






 しかし、現在の SDGs の実施は SDGs の目標を受容し、その達成を目指す中央集権的
「ローカライズ」により、前世紀的な目標達成型組織で行なわれている。ここでは問題の
解決ではなく、SDGs の目標を達成することが重要視される。  
 そして、「SDGs ウォシュ」も行われている。これは、組織が SDGs を推進していること
を公表、報告しているが、実際には見せかけだけの現象をいう。また、自らに不利益にな












 また、経団連はこれを支持し「企業行動憲章」の改定を行い、民間企業の SDGs の科学
技術イノベーションアプローチの取組を推進している。  
 
 一方、政府のこの「SDGs アクションプラン 2018」に対して、市民の SDGs の推進組織






 また、各地の市民の SDGs の動きは以下の通りである。 
  北海道では、SDGs4-7・ESD 持続可能な開発のための教育(以下、「ESD」)のプロセス
「持続可能な北海道」を発展させ、市民セクターが 2016 年から SDGs ワークショップを
行いローカルアジェンダ「ＳＤＧｓ北海道の地域目標をつくる」を策定した。[7]  
 2018 年になり、北海道庁が「北海道 SDGs 推進ビジョン」を策定する際に市民セクター
が参画したが、「事務局の道は『ビジョンはみなさんと一緒につくる』と言いながら、出さ
れた意見には『庁内で検討した』、『既に道議会に説明した』と述べ、だから変えられない
とほぼゼロ回答」であった。 [8]  
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  富山県域では、市民セクターが一般社団法人環境市民プラットフォームとやま(PEC と
やま）を中心として、CSO 市民社会組織、地域はもとより、行政、社協、企業、各種団体
とマルチステークホルダー協働で SDGs をすすめている。   





 北九州市域では、地域での女性の反公害活動を基盤に、北九州市域の市民が ESD をもと
に北九州市域での持続可能な地域づくり・SD「持続可能な開発」を行い、これらをもとに
SDGs を推進することができる。  
 板橋区域では、板橋での市民主体の社会教育での ESD にもとづき、地区ごとにミーティ
ング行い「SDGs 誰も置き去りにしない」いたばし 2030 事業計画を策定し、活動を続けて
いる。[9]   

















































ップ(見直し・自分事化) とセカンドステップ (転換)の 2 つのステップが考えられる。 
 サステナビリティトランジッションのファーストステップ(見直し・自分事化) では、「教
育」は SDGs について学ぶ ESD の段階であり、「ガバナンス」はアジェンダと現行制度を
合わせて参照し見直する段階で、これは SDGs で見直し・自分事化するものである。 
 ここでいう見直し・自分事化は SDGs の目標に自分や自組織を当てはめることではな
く、地域と世界を見直して自分や自組織ができていないことを認識し、変えるための方策
を立案し実施することである。 
 セカンドステップ (転換)では、「教育」は SDGs を実現していく ESD の段階であり、「ガ
バナンス」は、見直しをいかしてアジェンダをつくり SDGs を実現していく段階で、これ











 SDGs の実現のための方法としてのソーシャルデザインには以下の 2 つが考えうる。  
 ひとつは、行政主導事業重点実施型 SDGs のソーシャルデザインであり、これは科学技
術ノベーションアプローチの SDGs を行政主導型プロセスで、ビジョンや合意形成ではな
く、今までのフレームワークのままで制度に従って事業実施していくものである。  







































 次に、各地でパートナーシップ型の SDGs ネットワーク形成がある。これは、行政に限
らない多様なセクターとマルチステークホルダープロセスのパートナーシップの形成があ
る。これは、一般社団法人環境市民プラットフォームとやま(PEC とやま）一般社団法人
SDGs とうほくがあげられる。  




  このように、SDGs に対する市民参画によるマルチステークホルダープロセスとパートナ







導事業重点実施型 SDGs とマルチステークホルダー問題解決型 SDGs などとして述べた。  
 まず、このプロセスの具体化として SDGs に関する意思決定のためのデザインについて


























 しかし、SDGs の基本であるパートナーシップでの SDGs 実現は、自律共働的デザイン
での実現であると考える。  
 













 これらから SDGs に関する意思決定のデザインとガバナンスモデルには、大きく「中央
集権的ガバメントモデル」と「自律共働的ネットワークガバナンスモデル」が考えられ
る。 (図 2) 































   また、近年の地方創生の諸政策は SDGs と関係づけられているが、持続可能性に基づい
た SDGs と同じではない。それどころか、SDGs の誤った理解を助長しかねない。 













 これらを踏まえて、前述の SDGs に関する意思決定のデザインとガバナンスモデルを前
提に SDGs の実装と「SDGs ロードマップ」について述べる。 
 まず、ここでいう SDGs の実装とは、SDGs を現在の制度に SDGs を取り入れるのでは













  この問題解決型 SDGs はマルチステークホルダー PBL(PBL 、 Project Based 
Learning(プロジェクト学習)と Problem Based Learning(問題解決学習))としての ESD で
あり、各アクターの協働による集合知と主体の形成を行うものである。[16]また、その主
体は SDGs チェンジエージェントである。 
 



































  これらをマルチステークホルダー協働の円卓会議で実行する。 
 次に、移行ための体制、制度整備、システム変更は制度化されたローカルガバナンスの
SDGsへの移行プロセスのデザインとして行う。これは具体的には SD持続可能な開発の地
域づくりや地方自治体政策への SDGs の実装である。 
 SDGs の実装には、法改正が必要であるが、その前に地方自治体では自治基本条例、市
民参加条例などを SDGs と接合し、自治体内でトランスフォーミングをすすめる。 










の解決を目指す、とともに、2030 アジェンダ SDGs で述べられたようにトランスフォーミ
ング（Transforming）の具体化である。 
 これらための SDGs ロードマップのワークショップをデザインし実施した。[19]これ
は、「アジェンダをつくる」、「誰ひとり取り残さない制度・システムデザイン」、「SDGs ネ
ットワーク」、「SDGs コーディネーター」のワークショップからなる。 













ップ(自分事化・見直し) とセカンドステップ (転換)の 2 つのステップをふまえたアジェン
ダを備えた「SDGs ロードマップ」が必要である。 
 






 それは、SDGs を Society5.0、RPA などのデジタルトランスフォーメーションを「中央
集権的ガバメントモデル」ですすめる科学技術イノベーションの事業重点実施型 SDGs で
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